
球数カウントの方法については、 ＜記⼊例＞ 習志野市少年野球連盟
競技者必携　「競技に関する連盟特別規則　《学童部（⼥⼦共）》７　学童部の投球数制限について」に準ずる ｎ回
【投球数管理運⽤】 正正
①試合中規定投球数に達した場合、その打者の打撃中に攻守交代となるか、打撃を完了するまで投球できる。
②ボークにもかかわらず投球したものは、投球数に数える。
③タイブレークになった場合、1日の規定投球数以内で投球できる。 10／２5④けん制球や送球とみなされるものは投球数としない。
⑤投球数管理は、大会本部が⾏う。
【各試合でのカウント管理⽅法】
●両チームから1名ずつ投球数カウント者を選出し、本部席もしくは放送室でカウントを⾏う
●イニング終了毎もしくは投手交代毎、双方で投球数を確認
●双方で投球数が違っている場合は自信のある方を採用し、双方自信のない場合は1塁側のチーム代表の投球数を採用します
●投球数確定後、アナウンスに伝達し放送を⾏ってもらう
＜後攻投手＞
氏名 背番号 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
＜先攻投手＞
氏名 背番号 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

「正」の字でカウント
⼜はカウンターを利用

当該回の球数 合計の球数


